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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者 

 

冊 数 発 行 者 の 略 称 

２ 冊 教出、教芸 

 
２ 学習指導要領における教科・分野の目標等 
 

【音楽科の目標】 

  表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、

音楽文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を

生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

(2) 音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

(3) 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音楽に対する感

性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。 

【学年の目標】 

〔第１学年〕 

(1) 曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かし

た音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身に付けるようにする。 

(2) 音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと

ができるようにする。 

(3) 主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音

楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

 〔第２、３学年〕 

(1) 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を

生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身に付けるようにする。 

(2) 曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴く

ことができるようにする。 

(3) 主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽

文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度を養う。 

 

３ 教科書の調査研究 

（１）内容 

  ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」）  

調査研究項目（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値データの単位 

ａ 演奏形態別の曲数 教科の目標 曲 

ｂ 我が国や郷土の伝統音楽の曲数 教科の目標 曲 

ｃ 諸外国の音楽の曲数 教科の目標 曲 

ｄ 取り上げている楽器の種類別の数 教科の目標 楽器 

ｅ 発展的な内容を取り上げている箇所数 学習指導要領 総則 箇所 
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イ 調査項目の具体的な内容（調査結果は「別紙２」） 

①  調査項目の具体的な内容の対象とした事項 
調査研究項目のａ、ｂ、ｄ及びｅとの関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 
ａ 演奏形態（別紙２－１） 
ｂ 我が国や郷土の伝統音楽（別紙２－１） 

ｄ 楽器の種類と楽器編成（別紙２－１） 
ｅ 発展的な内容を取り上げている箇所（別紙２－２） 

   
＜その他＞ 

 ＊１ 国旗・国歌の扱い 

    ＜＜  調調査査のの結結果果、、＊＊１１ににつついいてて記記載載ののなないいここととをを確確認認ししたた。。  ＞＞  

     ＊２ 防災や自然災害の扱い（別紙２－３） 

＊３ オリンピック・パラリンピックの扱い 

＜＜  調調査査のの結結果果、、＊＊３３ににつついいてて記記載載ののなないいここととをを確確認認ししたた。。  ＞＞  

 

 

② 調査対象事項を設定した理由等 
・ 中学校学習指導要領「第２章 第５節 音楽」の「目標」に、「生活や社会の中の音や音

楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力」を育成することを規定している。西洋音楽に用い

る楽器だけではなく、和楽器や世界の諸民族の楽器を、指導上の必要に応じて取り扱うこと

によって、我が国や郷土の伝統音楽への理解を深めるとともに、様々な音楽文化に対する興

味・関心を高めることを大切にしている。また、そのことによって、国際社会に生きる日本

人の育成を図るという視点も大切である。 
また、中学校学習指導要領「第２章 第５節 音楽 第３ 指導計画の作成と内容の取扱

い」の中に、以下の記述がある。 
２ (3) 各学年の「Ａ表現」の(2)の器楽の指導に当たっては、次のとおり取り扱うこと。 

ア 器楽教材は、次に示すものを取り扱うこと。 

(ｱ) 我が国及び諸外国の様々な音楽のうち、指導のねらいに照らして適切で、生徒にとって

親しみがもてたり意欲が高められたり、生活や社会において音楽が果たしている役割が感

じ取れたりできるもの。 

イ 生徒や学校、地域の実態などを考慮した上で、指導上の必要に応じて和楽器、弦楽器、管

楽器、打楽器、鍵盤楽器、電子楽器及び世界の諸民族の楽器を適宜用いること。なお、３学

年間を通じて１種類以上の和楽器を取り扱い、その表現活動を通して、生徒が我が国や郷土

の伝統音楽のよさを味わい、愛着をもつことができるよう工夫すること。 

以上のような趣旨から、器楽の表現教材について取り扱う題材（題目）名や楽器の種類に

注目して調査を行う。 
また、生徒が表現方法や表現形態を選択し音楽活動の楽しさを体験することができるよう、

それぞれの曲の数の調査のみならず、項目名、曲名、楽器の種類、演奏形態、楽器の編成な

どについて、具体的に調査する。 
・ 発展的な内容については、学習指導要領第１章総則「第２ 教育課程の編成 ３教育課程の

編成における共通事項（1）内容等の取扱い イ」において、「学校において特に必要がある

場合には、第２章以下に示していない内容を加えて指導することができる。」と示されている。

また、（3）「指導計画の作成等に当たっての配慮事項 イ」では、「各教科等及び各学年相

互間の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにすること」と示されている。 
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



 





 





 







                                

 





 

      





     

 

     

  



                               

   

 

   

   

   

   

 

 




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「
別

紙
１

」
　

【
（

１
）

内
容

　
ア

　
調

査
研
究
の
総
括
表
 
】
（
中
学
校
　
器
楽
合
奏
）

項
目

　
ｂ

　
我

が
国

や
郷

　
土

の
伝

統
音

楽
　

の
曲

数

ｃ
　

諸
外

国
の

音
　

楽
の

曲
数

　
発

行
者

弾 き 物 （ 弦 楽 器 ）

吹 き 物 （ 管 楽 器 ）

打 ち 物 （ 打 楽 器 ）

弦 楽 器

リ コ ー ダ ー

リ コ ー ダ ー 以 外 の 管 楽 器

打 楽 器

鍵 盤 楽 器

教
　

　
出

3
7

2
7

1
0

7
4

2
4

3
4

2
2

5
1

1
0

5
1

0
3

2
0

2

教
　

　
芸

2
6

2
0

1
0

5
6

1
7

2
8

2
2

5
1

1
0

1
2

1
1

7
3
2

0

平
 
均

 
値

3
1
.
5

2
3
.
5

1
0
.
0

6
5
.
0

2
0
.
5

3
1
.
0

2
.
0

2
.
0

5
.
0

1
.
0

1
.
0

0
.
0

8
.
5

1
.
0

0
.
5

5
.
0

2
6
.
0

1
.
0

○
ａ
の
独
奏
・
斉
奏
は
単
旋
律
を
１
種
類
の
楽
器
で
独

奏
、

斉
奏

す
る

楽
曲

を
カ

ウ
ン

ト
し

た
。

重
奏
・
合
奏
は
複
数
の
同
属
楽
器
に
よ
る
二
重
奏
以

上
の

楽
曲

を
カ

ウ
ン

ト
し

た
。

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏
は
、
２
種
類
以
上
の

楽
器

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

る
楽

曲
を

カ
ウ

ン
ト

し
た

。

○
ｂ
の
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
の
曲
数
は
、
我
が

国
の

伝
統

的
な

楽
器

（
箏

・
三

味
線

・
尺

八
・

篠
笛

な
ど

）
で

演
奏

す
る

楽
曲

を
カ

ウ
ン

ト
し

た
。

○
ｃ
の
諸
外
国
の
曲
は
、
我
が
国
を
除
く
諸
外
国
の
芸

術
音

楽
・

民
俗

音
楽

・
ポ

ピ
ュ

ラ
ー

音
楽

等
の

楽
曲

を
カ

ウ
ン

ト
し

た
。

○
ｄ
の
楽
器
の
種
類
別
の
数
は
、
取
扱
い
の
あ
る
楽
器

の
種

類
の

合
計

数
で

あ
る

。
（

例
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

と
ソ

プ
ラ

ノ
リ

コ
ー

ダ
ー

は
、

「
リ

コ
ー

ダ
ー

」
と

し
て

「
１

カ
ウ

ン
ト

」
。

）

 
 
ａ
　
演
奏
形
態
別
の
曲
数

ｄ
　
取
り
上
げ
て
い
る
楽
器
の
種
類
別
の
数

ｅ 発 展 的 な 内 容 を 取 り 上 げ て い る 箇 所 数

和
楽
器

曲 数
計

曲 数
電 子 楽 器

諸
外
国
の
楽
器

（
世

界
の
諸
民
族
の
楽
器
を
含
む
）

そ の 他 （ 手 作 り 楽 器 を 含 む ）

計
独 奏 ・ 斉 奏

重 奏 ・ 合 奏

い ろ い ろ な 楽 器 に よ る 合 奏

表
中
の
「
平
均

値
」
は
小
数
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
た

。
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「
別

紙
２

－
１
」
【
（
1
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具

体
的
な
内
容
】
（
中
学
校
　
器
楽
合
奏
）

発
行

者
題

材
（
項
目
）
名

a
-
1
 
曲
　
名

b
、
c
　
作
曲
家
等

b
 
我

が
国

や
郷

土
の

 
伝

統
音

楽
d
 
楽
器
の
種
類
と
楽
器
編
成

リ
ズ
ム
　
d
e
　
ゴ
ー

独
奏
・
斉
奏

金
子
健
治

日
本

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ

し
り
と
り
歌

独
奏
・
斉
奏

金
子
健
治

日
本

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ダ
ン
ス

独
奏
・
斉
奏

二
重
奏

金
子
健
治

日
本

Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ

喜
び
の
歌

独
奏
・
斉
奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

Ａ
Ｒ

オ
ー
ラ
・
リ
ー

独
奏
・
斉
奏

プ
ー
ル
ト
ン
（
金
子

健
治
編
曲
）

Ａ
Ｒ

メ
リ
ー
さ
ん
の
羊

二
重
奏

作
曲
者
不
明
（
金
子

健
治
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ

カ
ノ
ン
１

三
重
奏

金
子
健
治

日
本

Ａ
Ｒ
３

う
み

独
奏
・
斉
奏

井
上
武
士

日
本

Ａ
Ｒ

ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

二
重
奏

作
曲
者
不
明
（
金
子

健
治
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２

ロ
ン
グ
・
ロ
ン
グ
・
ア
ゴ
ー

独
奏
・
斉
奏

ベ
イ
リ
ー
（
金
子
健

治
編
曲
）

Ａ
Ｒ

ソ
ナ
タ
Ｋ
.
3
3
1

二
重
奏

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
（
勝

田
昭
子
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２

サ
ム
の
ひ
と
り
ご
と

独
奏
・
斉
奏

金
子
健
治

日
本

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ

誰
も
知
ら
な
い
私
の
悩
み

独
奏
・
斉
奏

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
（

金
子
健
治
編
曲
）

Ｓ
Ｒ

レ
ヴ
ェ
ル
・
プ
レ
イ
ン

独
奏
・
斉
奏

フ
ェ
イ
（
金
子
健
治

編
曲
）

Ａ
Ｒ

カ
ノ
ン
２
　
優
し
き
流
れ

三
重
奏

ヘ
イ
ズ
（
金
子
健
治

編
曲
）

Ｓ
Ｒ
３
ま
た
は
、
Ａ
Ｒ
３

き
ら
き
ら
星

二
重
奏

フ
ラ
ン
ス
民
謡
（
金

子
健
治
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２
ま
た
は
、
Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ

浜
辺
の
歌

独
奏
・
斉
奏

成
田
為
三

日
本

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ

威
風
堂
々

二
重
奏

エ
ル
ガ
ー
（
金
子
健

治
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２
ま
た
は
、
Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ

カ
ノ
ン
３
　
う
ぐ
い
す
の
カ
ノ
ン

三
重
奏

ハ
イ
ド
ン
（
金
子
健

治
編
曲
）

Ａ
Ｒ
３

大
き
な
古
時
計

独
奏
・
斉
奏

ワ
ー
ク
（
金
子
健
治

編
曲
）

Ａ
Ｒ

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
第
２
番
か
ら
 
第
２
楽
章

二
重
奏

Ｊ
.
Ｓ
.
バ
ッ
ハ
（
金

子
健
治
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ

た
こ
た
こ
あ
が
れ

独
奏
・
斉
奏

わ
ら
べ
歌
（
福
原
徹

構
成
）

日
本
（
伝
）

篠
笛

ひ
ら
い
た
ひ
ら
い
た

独
奏
・
斉
奏

わ
ら
べ
歌
（
福
原
徹

構
成
）

日
本
（
伝
）

篠
笛

さ
く
ら
さ
く
ら

独
奏
・
斉
奏

日
本
古
謡
（
福
原
徹

編
曲
・
構
成
）

日
本
（
伝
）

篠
笛

子
守
歌

独
奏
・
斉
奏

日
本
古
謡
（
福
原
徹

構
成
）

日
本
（
伝
）

篠
笛

祭
囃
子

福
原
徹
構
成

日
本
（
伝
）

篠
笛
・
締
太
鼓

演
奏

の
仕

方
を
身
に
つ
け
よ
う

尺
八

も
う
い
い
か
い

独
奏
・
斉
奏

わ
ら
べ
歌

日
本
（
伝
）

尺
八

ア
ニ
ー
・
ロ
ー
リ
ー

独
奏
・
斉
奏

ス
コ
ッ
ト
夫
人

ギ
タ
ー

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｙ
　
ｔ
ｏ

Ｙ
ｏ
ｕ

独
奏
・
斉
奏

Ｍ
.
Ｊ
.
＆
Ｐ
.
Ｓ
.
ヒ

ル
（
大
谷
環
編
曲
）

ギ
タ
ー

カ
リ
ン
カ

二
重
奏

ロ
シ
ア
民
謡
（
大
谷

環
編
曲
）

ギ
タ
ー
２

ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ

二
重
奏

ロ
ド
リ
ゲ
ス
（
大
谷

環
編
曲
）

ギ
タ
ー
２

（
表

中
の

記
号

）
Ｓ

Ｎ
：

ソ
プ

ラ
ニ

ー
ノ

リ
コ

ー
ダ

ー
　

Ｓ
Ｒ

：
ソ

プ
ラ

ノ
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ａ

Ｒ
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｔ

Ｒ
：

テ
ナ

ー
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｂ

Ｒ
：

バ
ス
リ
コ
ー
ダ
ー
　
(
伝
)
:
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
的
な
音
楽

教 出

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

a
-
2
 
演
奏
形
態

演
奏

の
仕

方
を
身
に
つ
け
よ
う

リ
コ

ー
ダ

ー

演
奏

の
仕

方
を
身
に
つ
け
よ
う

ギ
タ

ー

演
奏

の
仕

方
を
身
に
つ
け
よ
う

篠
笛
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「
別

紙
２

－
１
」
【
（
1
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具

体
的
な
内
容
】
（
中
学
校
　
器
楽
合
奏
）

発
行

者
題

材
（
項
目
）
名

a
-
1
 
曲
　
名

b
、
c
　
作
曲
家
等

b
 
我

が
国

や
郷

土
の

 
伝

統
音

楽
d
 
楽
器
の
種
類
と
楽
器
編
成

練
習
曲
１

独
奏
・
斉
奏

日
本
（
伝
）

箏

練
習
曲
２

独
奏
・
斉
奏

日
本
（
伝
）

箏

練
習
曲
１
・
練
習
曲
２

二
重
奏

日
本
（
伝
）

箏
２

さ
く
ら
さ
く
ら

独
奏
・
斉
奏

日
本
古
謡

日
本
（
伝
）

箏

荒
城
の
月

独
奏
・
斉
奏

滝
廉
太
郎
（
山
田
耕

筰
補
作
編
曲
・
眼
龍

義
治
構
成
）

日
本
（
伝
）

箏

箏
曲
「
六
段
の
調
」

独
奏
・
斉
奏

八
橋
検
校

日
本
（
伝
）

箏

さ
く
ら
さ
く
ら

独
奏
・
斉
奏

日
本
古
謡
（
東
音
小

島
直
文
構
成
）

日
本
（
伝
）

三
味
線

長
唄
「
勧
進
帳
」
か
ら
 
寄
せ
の
合
方

四
世
杵
屋
六
三
郎
（

川
崎
絵
都
夫
、
加
納

マ
リ
採
譜
・
構
成
）

日
本
（
伝
）

三
味
線
・
打
楽
器
（
大
鼓
、
小
鼓
、
ウ
ッ
ド

ブ
ロ
ッ
ク
、
ボ
ン
ゴ
）

も
み
じ

二
重
奏

岡
野
貞
一
（
金
子
健

治
編
曲
）

日
本

Ａ
Ｒ
２

故
郷

二
重
奏

岡
野
貞
一
（
金
子
健

治
編
曲
）

日
本

Ａ
Ｒ
２

故
郷
の
人
々

二
重
奏

フ
ォ
ス
タ
ー
（
金
子

健
治
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
２

シ
チ
リ
ア
ー
ナ

レ
ス
ピ
ー
ギ
（
金
子

健
治
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ
・
伴
奏
楽
器

カ
ン
ト
リ
ー
・
ロ
ー
ド

ダ
ノ
フ
、
ニ
バ
ー
ト

、
デ
ン
バ
ー
（
川
崎

絵
都
夫
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ
・
低
音
楽
器

木
星
（
組
曲
「
惑
星
」
か
ら
）

四
重
奏

ホ
ル
ス
ト
（
滝
口
亮

介
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
・
Ｔ
Ｒ
・
Ｂ
Ｒ

一
番
星
み
つ
け
た

独
奏
・
斉
奏

信
時
潔
（
福
原
徹
編

曲
）

日
本
（
伝
）

篠
笛

夜
空
を
見
上
げ
て

独
奏
・
斉
奏

福
原
徹

日
本
（
伝
）

篠
笛

一
番
星
み
つ
け
た
／
夜
空
を
見
上
げ
て

三
重
奏

日
本
（
伝
）

篠
笛
３

荒
城
の
月

二
重
奏

滝
廉
太
郎
（
山
田
耕
筰
補
作
編
曲
・
眼
龍

義
治
編
曲
）

日
本
（
伝
）

箏
２

不
思
議
な
旋
律
 
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
-
1

川
崎
絵
都
夫
作
曲
・
構
成

日
本
（
伝
）

リ
コ
ー
ダ
ー
・
鍵
盤
楽
器
・
低
音
楽
器
・
小

太
鼓
ま
た
は
タ
ン
ブ
リ
ン
・
大
太
鼓
・
三
味

線
・
箏
な
ど

キ
エ
フ
の
大
門
（
組
曲
「
展
覧
会
の
絵
」
か
ら
）

二
重
奏

ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
（

金
子
健
治
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２

風
の
と
お
り
道
（
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
か
ら
）

二
重
奏

久
石
譲
（
金
子
健
治

編
曲
）

日
本

Ａ
Ｒ
２

風
笛

二
重
奏

大
島
ミ
チ
ル
（
金
子

健
治
編
曲
）

日
本

Ｓ
Ｒ
２

春
（
「
四
季
」
か
ら
）

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
（

金
子
健
治
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
２
・
低
音
楽
器
ま
た
は
Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
・

低
音
楽
器

メ
ヌ
エ
ッ
ト

Ｊ
.
ク
リ
ー
ガ
ー
（
金
子
健
治
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
・
伴
奏
楽
器

不
思
議
な
旋
律
 
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
-
２

金
子
健
治
作
曲
・
構

成
日
本

リ
コ
ー
ダ
ー
・
鍵
盤
楽
器
・
低
音
楽
器
・
ギ

タ
ー
・
小
太
鼓
ま
た
は
タ
ン
ブ
リ
ン
・
大
太

鼓
な
ど

さ
く
ら
さ
く
ら

二
重
奏

日
本
古
謡
（
眼
龍
義

治
編
曲
）

日
本
（
伝
）

箏
２

こ
き
り
こ
節

二
重
奏

富
山
県
民
謡
（
眼
龍

義
治
編
曲
）

日
本
（
伝
）

箏
２

（
表

中
の

記
号

）
Ｓ

Ｎ
：

ソ
プ

ラ
ニ

ー
ノ

リ
コ

ー
ダ

ー
　

Ｓ
Ｒ

：
ソ

プ
ラ

ノ
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ａ

Ｒ
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｔ

Ｒ
：

テ
ナ

ー
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｂ

Ｒ
：

バ
ス
リ
コ
ー
ダ
ー
　
(
伝
)
:
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
的
な
音
楽

a
-
2
 
演
奏
形
態

合
わ

せ
て

演
奏
し
よ
う

Ｌ
ｅ

ｔ
’

ｓ
 
Ｔ
ｒ
ｙ
！

教 出

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

演
奏

の
仕

方
を
身
に
つ
け
よ
う

三
味

線

合
わ

せ
て

演
奏
し
よ
う

Ｌ
ｅ

ｔ
’

ｓ
 
Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
！

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

演
奏

の
仕

方
を
身
に
つ
け
よ
う

箏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏
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「
別

紙
２

－
１
」
【
（
1
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具

体
的
な
内
容
】
（
中
学
校
　
器
楽
合
奏
）

発
行

者
題

材
（
項
目
）
名

a
-
1
 
曲
　
名

b
、
c
　
作
曲
家
等

b
 
我

が
国

や
郷

土
の

 
伝

統
音

楽
d
 
楽
器
の
種
類
と
楽
器
編
成

も
の
の
け
姫

二
重
奏

久
石
譲
（
眼
龍
義
治
編
曲
）

日
本
（
伝
）

箏
２

千
の
海
響
　
望
の
章

三
重
奏

林
英
哲
作
曲
・
構
成

日
本
（
伝
）

長
胴
太
鼓
・
桶
胴
太
鼓
・
締
太
鼓

ラ
イ
デ
ィ
ー
ン

高
橋
幸
宏
（
川
崎
絵
都
夫
編
曲
）

日
本

Ａ
Ｒ
・
鍵
盤
楽
器
・
低
音
楽
器
・
小
太
鼓
ま

た
は
タ
ン
ブ
リ
ン
・
大
太
鼓
な
ど

ジ
ョ
イ
フ
ル
　
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
１

三
重
奏

滝
口
亮
介

日
本

手
拍
子
・
膝
打
ち
・
足
踏
み

ジ
ョ
イ
フ
ル
　
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２

滝
口
亮
介

日
本

手
拍
子
・
膝
打
ち
・
足
踏
み
・
歌
ま
た
は
Ａ

Ｒ
な
ど

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
子
守
歌

独
奏
・
斉
奏

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ

ブ
ル

タ
バ

（
モ

ル
ダ

ウ
）
（
連
作
交
響
詩
「
我
が
祖
国
」
か
ら
）

独
奏
・
斉
奏

ス
メ
タ
ナ

Ａ
Ｒ

冬
（
「
四
季
」
か
ら
）

独
奏
・
斉
奏

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

Ａ
Ｒ

組
曲
「
展
覧
会
の
絵
」
（
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）

独
奏
・
斉
奏

ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー

Ａ
Ｒ

交
響
曲
第
５
番
 
ハ
短
調
（
第
４
楽
章
）

独
奏
・
斉
奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

Ａ
Ｒ
ま
た
は
Ｓ
Ｒ

交
響
組
曲
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
」
（
第
３
楽
章
）

独
奏
・
斉
奏

リ
ム
ス
キ
ー
・
コ
ル

サ
コ
フ

Ａ
Ｒ

ボ
レ
ロ

独
奏
・
斉
奏

ラ
ヴ
ェ
ル

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ

凱
旋
の
行
進
曲
（
オ
ペ
ラ
「
ア
イ
ー
ダ
」
第
２
幕

第
２
場
か
ら
）

独
奏
・
斉
奏

ヴ
ェ
ル
デ
ィ

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ

赤
と
ん
ぼ

独
奏
・
斉
奏

山
田
耕
筰
（
眼
龍
義

治
構
成
）

日
本
（
伝
）

箏

グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス

独
奏
・
斉
奏

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
民
謡

（
大
谷
環
編
曲
）

ギ
タ
ー

（
表

中
の

記
号

）
Ｓ

Ｎ
：

ソ
プ

ラ
ニ

ー
ノ

リ
コ

ー
ダ

ー
　

Ｓ
Ｒ

：
ソ

プ
ラ

ノ
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ａ

Ｒ
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｔ

Ｒ
：

テ
ナ

ー
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｂ

Ｒ
：

バ
ス
リ
コ
ー
ダ
ー
　
(
伝
)
:
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
的
な
音
楽

a
-
2
 
演
奏
形
態

合
わ

せ
て

演
奏
し
よ
う

Ｌ
ｅ

ｔ
’

ｓ
 
Ｔ
ｒ
ｙ
！

教 出

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

名
曲

旋
律

集

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏
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「
別

紙
２

－
１
」
【
（
1
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具

体
的
な
内
容
】
（
中
学
校
　
器
楽
合
奏
）

発
行

者
題

材
（
項
目
）
名

a
-
1
 
曲
　
名

b
、
c
　

作
曲
家
等

b
 
我

が
国

や
郷

土
の

 
伝

統
音

楽
d
 
楽
器
の
種
類
と
楽
器
編
成

聖
者
の
行
進

二
重
奏

ア
メ
リ
カ
民
謡
（
浦
田
健
次
郎
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２
ま
た
は
Ｓ
Ｒ
２

千
の
風
に
な
っ
て

新
井
満
（
長
谷
部
匡

俊
編
曲
）

日
本

任
意
の
楽
器
４
（
Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
・
鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
・
鉄
琴
・
木
琴
・
低
音
楽
器
・
電
子

キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
）

風
に
の
っ
て

二
重
奏

ヒ
ダ
ノ
修
一

日
本
（
伝
）

太
鼓
２

喜
び
の
歌

独
奏
・
斉
奏

Ｌ
.
ｖ
.
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン

Ａ
Ｒ
ま
た
は
Ｓ
Ｒ

さ
ん
ぽ
道

独
奏
・
斉
奏

岡
部
栄
彦

日
本

Ａ
Ｒ

か
っ
こ
う

二
重
奏

ド
イ
ツ
民
謡
（
黒
澤

吉
徳
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２
ま
た
は
Ｓ
Ｒ
２

そ
っ
と
 
や
さ
し
く

二
重
奏

ド
イ
ツ
民
謡
（
吉
澤

実
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２
ま
た
は
Ｓ
Ｒ
２

カ
ノ
ン
１
（
輪
奏
）

四
重
奏

Ｍ
.
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン

Ａ
Ｒ
４
ま
た
は
Ｓ
Ｒ
４

カ
ノ
ン
２
（
輪
奏
）

三
重
奏

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
謡

（
吉
澤
実
編
曲
）

Ａ
Ｒ
３

オ
ー
ラ
 
リ
ー

独
奏
・
斉
奏

Ｇ
.
Ｒ
.
プ
ー
ル
ト
ン

Ａ
Ｒ
ま
た
は
Ｓ
Ｒ

ア
ニ
ー
 
ロ
ー
リ
ー

独
奏
・
斉
奏

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民

謡
Ａ
Ｒ
ま
た
は
Ｓ
Ｒ

虹
の
彼
方
に

独
奏
・
斉
奏

Ｈ
.
ア
ー
レ
ン

Ａ
Ｒ
ま
た
は
Ｓ
Ｒ

カ
ノ
ン
３
（
輪
奏
）

四
重
奏

Ｃ
.
Ｇ
.
へ
ー
リ
ン
グ

Ａ
Ｒ
４

ラ
ヴ
ァ
ー
ズ
 
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

二
重
奏

Ｄ
.
ラ
ン
デ
ル
・
Ｓ
.
リ
ン
ザ
ー

（
橋
本
祥
路
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２

き
ら
き
ら
星

独
奏
・
斉
奏

フ
ラ
ン
ス
民
謡

Ａ
Ｒ
ま
た
は
Ｓ
Ｒ

威
風
堂
々

独
奏
・
斉
奏

Ｅ
.
エ
ル
ガ
ー

Ａ
Ｒ
ま
た
は
Ｓ
Ｒ

木
か
げ
の
思
い
出

二
重
奏

ウ
ェ
ー
ル
ズ
民
謡
（

北
里
康
太
郎
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２

ふ
る
さ
と

二
重
奏

岡
野
貞
一
（
橋
本
祥

路
編
曲
）

日
本

Ａ
Ｒ
２
ま
た
は
Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ

カ
ン
ト
リ
ー
 
ロ
ー
ド

独
奏
・
斉
奏

Ｂ
.
ダ
ノ
フ
・
Ｔ
.
二

ヴ
ァ
ー
ト
・
Ｊ
.
デ
ン

ヴ
ァ
ー

ギ
タ
ー

大
き
な
古
時
計

独
奏
・
斉
奏

三
重
奏

Ｈ
.
Ｃ
.
ワ
ー
ク
（
大

萩
康
司
編
曲
）

ギ
タ
ー

虫
づ
く
し

独
奏
・
斉
奏

作
曲
者
不
詳
（
長
谷

川
慎
採
譜
）

日
本
（
伝
）

箏

姫
松

独
奏
・
斉
奏

日
本
古
謡
（
長
谷
川

慎
楽
譜
構
成
）

日
本
（
伝
）

箏

「
六
段
の
調
」
か
ら
“
四
段
”

独
奏
・
斉
奏

八
橋
検
校
（
長
谷
川

慎
楽
譜
構
成
）

日
本
（
伝
）

箏

さ
く
ら
さ
く
ら

独
奏
・
斉
奏

日
本
古
謡
（
長
谷
川

慎
編
曲
）

日
本
（
伝
）

箏

三
味

線
こ
き
り
こ

独
奏
・
斉
奏

富
山
県
民
謡
（
今
藤

政
音
編
曲
）

日
本
（
伝
）

三
味
線

太
鼓

天
高
く
鳴
り
響
け

二
重
奏

ヒ
ダ
ノ
修
一

日
本
（
伝
）

太
鼓
２

た
こ
 
た
こ
 
あ
が
れ

独
奏
・
斉
奏

わ
ら
べ
歌
（
西
川
浩

平
採
譜
・
編
曲
）

日
本
（
伝
）

篠
笛

ほ
た
る
こ
い

独
奏
・
斉
奏

わ
ら
べ
歌
（
西
川
浩

平
採
譜
・
編
曲
）

日
本
（
伝
）

篠
笛

二
重
奏

篠
笛
２

篠
笛
２
・
太
鼓

（
表

中
の

記
号

）
Ｓ

Ｎ
：

ソ
プ

ラ
ニ

ー
ノ

リ
コ

ー
ダ

ー
　

Ｓ
Ｒ

：
ソ

プ
ラ

ノ
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ａ

Ｒ
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｔ

Ｒ
：

テ
ナ

ー
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｂ

Ｒ
：

バ
ス
リ
コ
ー
ダ
ー
　
(
伝
)
:
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
的
な
音
楽

西
川
浩
平

日
本
（
伝
）

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

教 芸

ア
ン

サ
ン

ブ
ル
セ
ミ
ナ
ー

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

リ
コ

ー
ダ

ー

ギ
タ

ー

箏 篠
笛

火
祭
り
の
踊
り

a
-
2
 
演
奏
形
態
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「
別

紙
２

－
１
」
【
（
1
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具

体
的
な
内
容
】
（
中
学
校
　
器
楽
合
奏
）

発
行

者
題

材
（
項
目
）
名

a
-
1
 
曲
　
名

b
、
c
　

作
曲
家
等

b
 
我

が
国

や
郷

土
の

 
伝

統
音

楽
d
 
楽
器
の
種
類
と
楽
器
編
成

尺
八

夕
や
け
 
こ
や
け

独
奏
・
斉
奏

わ
ら
べ
歌
（
藤
原
道

山
採
譜
）

日
本
（
伝
）

尺
八

Ｅ
ｄ
ｅ
ｌ
ｗ
ｅ
ｉ
ｓ
ｓ

（
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
「

Ｔ
ｈ

ｅ
 
Ｓ

ｏ
ｕ

ｎ
ｄ

 
Ｏ

ｆ
 
Ｍ

ｕ
ｓ

ｉ
ｃ

」
か

ら
）

二
重
奏

Ｒ
.
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
（
飯
沼
信
義
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２

星
の
世
界

三
重
奏

Ｃ
.
Ｃ
.
コ
ン
ヴ
ァ
ー
ス

（
浦
田
健
次
郎
編
曲
）

Ａ
Ｒ
３

春
（

「
和

声
と

創
意

の
試

み
」

第
１

集
「

四
季

」
か

ら
）

Ａ
.
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

（
川
崎
祥
悦
編
曲
）

Ａ
Ｒ
２
・
低
音
楽
器

Ｉ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
　
Ｒ
ｈ
ｙ
ｔ
ｈ
ｍ

Ｇ
.
ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
（
佐
井
孝
彰
編
曲
）

Ａ
Ｒ
・
低
音
楽
器
（
リ
ズ
ム
伴
奏
の
例

キ
ー
ボ
ー
ド
・
ハ
イ
ハ
ッ
ト
シ
ン
バ
ル
・
ス

ネ
ア
ド
ラ
ム
（
小
太
鼓
）
・
バ
ス
ド
ラ
ム

（
大
太
鼓
）
な
ど
）

笑
点
の
テ
ー
マ

中
村
八
大
（
赤
羽
耕

史
郎
編
曲
）

日
本

Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ
・
ギ
タ
ー

海
の
見
え
る
街

（
映

画
「

魔
女

の
宅

急
便

」
か

ら
）

二
重
奏

久
石
譲
（
三
宅
悠
太

編
曲
）

日
本

Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ
２

美
女
と
野
獣

（
映

画
「

美
女

と
野

獣
」

か
ら

）
二
重
奏

Ａ
.
メ
ン
ケ
ン
（
向
山
志
門
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
ま
た
は
Ａ
Ｒ
２

ト
リ
ス
テ
ー
ザ

Ｈ
.
ロ
ボ
・
ニ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ

（
滝
口
亮
介
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
（
リ
ズ
ム
伴
奏
の
例
 
ア
ゴ

ゴ
ー
・
シ
ェ
ー
カ
ー
・
大
太
鼓
な
ど
）

ブ
ル
タ
バ
（
モ
ル
ダ
ウ
）

（
連

作
交

響
詩

「
我

が
祖

国
」

か
ら

）
Ｂ
.
ス
メ
タ
ナ
（
石
桁
冬
樹
編
曲
）

Ｓ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
・
ギ
タ
ー

大
き
な
古
時
計

三
重
奏

Ｈ
.
Ｃ
.
ワ
ー
ク
（
大

萩
康
司
編
曲
）

ギ
タ
ー
３

Ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ

三
重
奏

滝
口
亮
介

日
本

手
拍
子
・
も
も
打
ち
・
足
踏
み

ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ
 
ラ
プ
ソ
デ
ィ
 
第
１
番

長
谷
部
匡
俊

日
本

手
拍
子
２
・
旋
律
楽
器
（
リ
ズ
ム
伴
奏
の
例

キ
ー
ボ
ー
ド
・
ハ
イ
ハ
ッ
ト
シ
ン
バ
ル
・
ス

ネ
ア
ド
ラ
ム
（
小
太
鼓
）
・
バ
ス
ド
ラ
ム

（
大
太
鼓
）
な
ど
）

打
楽
器
の
た
め
の
小
品

六
重
奏

黒
澤
吉
徳

日
本

打
楽
器
６
（
ク
ラ
ベ
ス
・
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
・

タ
ン
ブ
リ
ン
・
小
太
鼓
・
ボ
ン
ゴ
・
コ
ン

ガ
・
木
箱
・
空
き
缶
な
ど
）

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ

西
川
浩
平

日
本
（
伝
）

篠
笛
・
締
太
鼓
・
長
胴
太
鼓

「
寄
せ
の
合
方
」
に
よ
る
リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

四
世
杵
屋
六
三
郎

（
今
藤
政
太
郎
・
望
月
太
津
之
採
譜
）

日
本
（
伝
）

三
味
線
・
大
鼓
・
小
鼓

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花

独
奏
・
斉
奏

槇
原
敬
之

日
本

Ｓ
Ｒ

ス
ウ
ィ
ン
グ
し
な
け
り
ゃ
意
味
が
な
い

独
奏
・
斉
奏

Ｄ
.
エ
リ
ン
ト
ン

Ａ
Ｒ

木
星

（
管

弦
楽

組
曲

「
惑

星
」

か
ら

）
独
奏
・
斉
奏

Ｇ
.
ホ
ル
ス
ト

Ｓ
Ｒ

誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ

（
オ

ペ
ラ

「
ト

ゥ
ー

ラ
ン

ド
ッ

ト
」

か
ら

）
独
奏
・
斉
奏

Ｇ
.
プ
ッ
チ
ー
ニ

Ａ
Ｒ

交
響
詩
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」

独
奏
・
斉
奏

Ｊ
.
シ
ベ
リ
ウ
ス

Ａ
Ｒ

少
年
時
代

独
奏
・
斉
奏

井
上
陽
水
・
平
井
夏

美
日
本
（
伝
）

箏

夏
祭
り

独
奏
・
斉
奏

破
矢
ジ
ン
タ

日
本
（
伝
）

箏

荒
城
の
月

独
奏
・
斉
奏

滝
廉
太
郎
（
山
田
耕

筰
補
作
編
曲
）

日
本
（
伝
）

三
味
線

も
の
の
け
姫

独
奏
・
斉
奏

久
石
譲

日
本
（
伝
）

篠
笛

（
表

中
の

記
号

）
Ｓ

Ｎ
：

ソ
プ

ラ
ニ

ー
ノ

リ
コ

ー
ダ

ー
　

Ｓ
Ｒ

：
ソ

プ
ラ

ノ
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ａ

Ｒ
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｔ

Ｒ
：

テ
ナ

ー
リ

コ
ー

ダ
ー

　
Ｂ

Ｒ
：

バ
ス
リ
コ
ー
ダ
ー
　
(
伝
)
:
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
的
な
音
楽

教 芸

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

楽
器

で
Ｍ

ｅ
ｌ
ｏ
ｄ
ｙ

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
に
よ
る
合
奏

a
-
2
 
演
奏
形
態

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

−344−



「
別
紙
２
－
２
」
　

　
【

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
ｅ

　
発

展
的

な
内

容
を

取
り

上
げ

て
い

る
箇

所
 
】
（
中
学
校
　
器
楽
合
奏
）

発
行

者
取
り
上
げ
て
い
る
内
容

吹
く
楽
器
の
仲
間
た
ち

弾
く
楽
器
の
仲
間
た
ち

教 　 芸

「
別

紙
２
－

３
」
【
　
防
災
や
自
然
災
害
の
扱
い
　
】
　
　
（
中
学
校
　
器
楽
合
奏
）

発
行

者

教  出 教  芸

「
楽
し
も
う
！
和
楽
器
の
音
楽
」

　
・
【
コ
ラ
ム
・
写
真
】
神
戸
市
立
盲
学
校
和

太
鼓
部
の
活
動
と
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
う
「
あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
発
表
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
（
P
1
0
7
）

教 　 出

諸
外
国
の
民
族
楽
器
や
管
楽
器
の
紹
介
。
音
の
出
る
仕
組
み
や
楽
器
の
か
ま
え
方
に
着
目
し
、
音
色
や
旋
律
の
吹
き
方
の
特
徴
を
比
較
す
る
。
ま
た
、
楽
器
の

背
景
に
あ
る
文
化
や
伝
統
に
つ
い
て
調
べ
る
。

諸
外
国
の
民
族
楽
器
や
弦
楽
器
の
紹
介
。
音
の
出
る
仕
組
み
や
楽
器
の
か
ま
え
方
に
着
目
し
、
音
色
や
弾
き
方
の
特
徴
を
比
較
す
る
。
ま
た
、
楽
器
の
背
景
に

あ
る
文
化
や
伝
統
に
つ
い
て
調
べ
る
。

具
体
的
な
学
習
の
内
容

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」

「
Ｌ
ｅ
ｔ’
ｓ
　
Ｔ
ｒｙ
！
　
　
千
の
海
響
　
望
の
章

」
　
・
【
本
文
】
2
0
0
1
年
に
、
神
戸
2
1
世
紀
・
復
興
記
念
事
業
「
神
戸
2
1
世
紀
海
響
祭
」
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
「
千
の
海
響
」
を
も
と
に
、
2
0
1
3
年
に
制
作
さ
れ
た
曲
で
あ
る
こ
と
の
紹
介
。
（
P
8
7
）

−345−



「
別

紙
３

」
　

【
（
２

）
構

成
上

の
工

夫
】
　

（
中

学
校

　
器

楽
合

奏
）

　
　

　
　

項
目

発
行

者

ア
　

目
次

、
表

記
、

表
現

 の
工

夫
　

イ
　

絵
、

図
、

写
真

、
資

料
、

　
　

楽
譜

等
の

工
夫

ウ
　

単
元

構
成

の
工

夫
　

エ
 
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
　

　
の

実
現

に
向

け
た

工
夫

　
オ

　
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
　

 
 
の

視
点

カ
　

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
　

の
扱

い
キ

　
そ

の
他

教 出

・
目

次
が

楽
器

ご
と

に
色

分
け

さ
れ

て
お

り
、

本
文

に
も

同
様

の
色

が
使

わ
れ

て
い

る
。

・
学

び
の

ね
ら

い
が

各
ペ

ー
ジ

の
左

上
に

記
載

さ
れ

て
い

る
。

・
演

奏
方

法
を

示
す

た
め

、
楽

器
や

演
奏

者
を

様
々

な
角

度
か

ら
撮

影
し

た
写

真
、

楽
器

全
体

と
細

部
の

写
真

を
掲

載
し

て
い

る
。

・
唱

歌
全

般
を

ま
と

め
た

ペ
ー

ジ
が

新
設

さ
れ

て
い

る
。

・
前

半
は

各
楽

器
の

基
礎

的
な

知
識

や
奏

法
を

ま
と

め
た

内
容

、
後

半
は

合
奏

と
創

作
教

材
を

中
心

と
し

た
内

容
と

な
っ

て
お

り
、

段
階

的
、

系
統

的
な

構
成

に
な

っ
て

い
る

。
・
歌

唱
や

創
作

の
活

動
と

関
連

付
け

た
教

材
が

設
定

さ
れ

て
い

る
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

楽
器

の
特

徴
を

学
び

な
が

ら
、

気
付

い
た

こ
と

を
友

達
に

紹
介

す
る

教
材

が
あ

る
。

・
学

習
活

動
を

発
展

さ
せ

る
ヒ

ン
ト

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
一

つ
の

楽
曲

に
、

楽
器

や
オ

プ
シ

ョ
ン

パ
ー

ト
を

加
え

た
り

、
構

成
を

考
え

さ
せ

た
り

す
る

教
材

が
あ

る
。

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

を
取

り
入

れ
て

い
る

。
・
特

別
支

援
教

育
の

専
門

家
が

、
特

別
支

援
教

育
の

観
点

か
ら

全
て

の
ペ

ー
ジ

を
監

修
し

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

・
学

習
に

役
立

つ
情

報
を

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

見
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
発
展
的
な
学
習
と
し
て
、

「
中
学
校
音
楽
で
定
め
ら
れ

た
学
習
内
容
の
他
に
、
さ
ら

に
学
習
し
た
い
と
き
に
は
取

り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
」

と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

教 芸

・
目

次
の

次
の

ペ
ー

ジ
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

項
目

で
身

に
付

け
る

べ
き

力
や

学
習

内
容

、
教

材
が

記
載

さ
れ

て
お

り
、

１
年

間
で

学
習

す
る

内
容

が
掲

載
さ

れ
て

い
る

。
・
目

次
で

は
、

楽
器

ご
と

に
色

を
分

け
て

示
さ

れ
て

い
る

。
各

ペ
ー

ジ
の

上
部

に
目

次
と

同
様

に
、

色
を

分
け

て
示

さ
れ

て
い

る
。

・
楽

譜
は

見
開

き
で

１
曲

が
完

結
し

、
途

中
で

譜
め

く
り

を
す

る
必

要
が

な
い

。
・
楽

器
の

特
徴

を
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
楽

器
全

体
と

細
部

の
写

真
を

掲
載

し
て

い
る

。

・
初

め
に

「
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
セ

ミ
ナ

ー
」
を

示
し

、
器

楽
の

活
動

を
通

し
た

学
び

に
注

目
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
段

階
的

に
学

習
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

楽
器

や
楽

曲
の

特
徴

に
合

っ
た

選
曲

及
び

配
列

が
な

さ
れ

て
い

る
。

  
・
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
パ

ー
ト

を
任

意
の

楽
器

で
演

奏
す

る
曲

が
あ

る
。

・
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

す
る

上
で

、
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

話
し

合
い

、
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

や
楽

器
の

種
類

を
自

分
た

ち
で

工
夫

す
る

よ
う

に
示

さ
れ

て
い

る
。

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
色

彩
デ

ザ
イ

ン
に

関
す

る
配

慮
が

さ
れ

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
各

楽
器

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
に

つ
い

て
、

紹
介

が
見

ら
れ

る
二

次
元

コ
ー

ド
が

付
さ

れ
て

い
る

。

・
各

楽
器

の
奏

者
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
や

、
学

習
の

き
っ

か
け

と
な

る
参

考
資

料
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。
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